
 水蒸気噴火の前兆をどう評価したらよいか

 観測点の配置、観測種目で改善すべき点はないか

 御嶽山の今後の活動の推移を把握するためには何が
必要か

 常時監視を行う火山の見直しが必要ではないか

議論のポイント

平成26年9月27日の御嶽山噴火を踏まえた
今後の観測体制のあり方

資料１


